
熊 野 牛 子 牛 市 場 出 荷 成 績 向 上 の た め の 母 牛 管 理 指 導熊 野 牛 子 牛 市 場 出 荷 成 績 向 上 の た め の 母 牛 管 理 指 導熊 野 牛 子 牛 市 場 出 荷 成 績 向 上 の た め の 母 牛 管 理 指 導熊 野 牛 子 牛 市 場 出 荷 成 績 向 上 の た め の 母 牛 管 理 指 導

紀 南 家 畜 保 健 衛 生 所

○ 平 井 伸 明 筒 井 視 有

伊 丹 哲 哉

【 背 景 及 び 目 的 】

熊 野 牛 子 牛 市 場 は 年 4回 開 催 さ れ 、年 間 約 300頭 が 取 引 さ れ て お り 、

出 荷 頭 数 も 年 々 増 加 傾 向 に あ る 。 し か し 、 過 去 2カ 年 の 出 荷 子 牛 の D

Gの 推 移 は 低 下 傾 向 に あ り 、 そ の 原 因 は 、 近 年 の 子 牛 価 格 の 下 落 、

飼 料 価 格 の 高 騰 等 に よ り 、 生 産 者 が 母 牛 へ の 飼 料 給 与 量 を 制 限 し 、

そ の こ と に よ り 子 牛 の 発 育 に 影 響 を 与 え て い る の で は と 推 察 し た 。

そ こ で 、子 牛 市 場 出 荷 成 績 が 県 内 １ の A農 家 と 市 場 平 均 よ り 低 い B、

C、 Dの 3農 家 を 選 定 し 、 母 牛 管 理 を 主 と す る 指 導 を 実 施 し た の で そ

の 概 要 を 報 告 す る （ 図 1）。 な お 、 B、 C、 Dの 3農 家 は A農 家 と 比 較 し

繁 殖 成 績 、 子 牛 の 疾 病 の 発 症 率 も 悪 い 状 況 に あ る （ 表 1）。

【 方 法 】

調 査 期 間 は 平 成 22年 5月 か ら 11月 。

母 牛 を 分 娩 直 後 、 分 娩 後 (3～ 1 0日 )、 授 乳 期 (30～ 9 0日 )、 妊 娠 中

期 (妊 娠 151日 ～ 200日 )、 AI時 、 子 牛 を 生 後 (3～ 10日 )、 ほ 乳 期 (30～

90日 )の 各 ス テ ー ジ に 分 け 各 調 査 指 標 を 設 定 し た 。

免 疫 指 標 は 屈 折 式 糖 度 計 に よ り 初 乳 の Brix値 、 免 疫 拡 散 法 に よ り

初 乳 中 IgG濃 度 、 血 清 中 IgG濃 度 を 測 定 し た 。 発 育 指 標 は 胸 囲 、 体 高

の 測 定 を 栄 養 指 標 は 血 液 生 化 学 検 査 (Glu、 T-Cho、 TG、 T-Pro、 Alb、

BUN)を 実 施 し た 。 体 型 指 標 は 和 牛 登 録 審 査 栄 養 度 判 定 を ス ト レ ス 指

標 は HPLC法 に よ り 血 中 コ ル チ ゾ ー ル 値 を 測 定 し た 。 ま た 、 飼 料 給 与

状 況 の 聞 き 取 り を 行 い 日 本 飼 養 標 準 に 基 づ く 飼 料 計 算 を 実 施 し た

（ 図 2）。

統 計 処 理 に つ い て は 各 群 の 比 較 は 分 散 分 析 後 、 Tukey - K ra m e r法 に

よ っ て 行 っ た 。

【 結 果 】

各 指 標 の 調 査 成 績 は 4農 家 間 で 比 較 を 行 っ た 。

血 液 生 化 学 検 査 成 績 で は 、 C農 家 、 D農 家 で Glu、 T-Cho、 T-Pr o、 A

lbが 低 値 、 BUNが 高 値 を 示 す ス テ ー ジ が 多 く 、 C農 家 は 母 牛 の 妊 娠 中

期 ～ 分 娩 、 子 牛 の 出 生 ～ ほ 乳 期 に か け 、 D農 家 は 母 牛 の 妊 娠 中 期 ～

分 娩 ～ 授 乳 期 、 AI時 に 低 栄 養 の 状 態 と 推 察 し た（ 図 3、 4、 5、 6、 7、

8、 表 2、 3、 4）。

C農 家 の ほ 乳 期 の 子 牛 の 胸 囲 充 足 率 は 他 の 農 家 と 比 較 し 低 値 と な

り 、 血 液 生 化 学 検 査 成 績 と も 一 致 し た （ 図 9）。 ほ 乳 期 は 母 乳 → 飼

料 へ の 移 行 期 に あ た り 、 ス ム ー ズ な 移 行 が 行 わ れ て い な い こ と が 推

察 さ れ た 。 な お 、 体 高 は 農 家 間 で 大 き な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。

ス ト レ ス 指 標 と し て 実 施 し た 血 中 コ ル チ ゾ ー ル 値 は ほ 乳 期 の 子 牛



及 び 授 乳 期 の 母 牛 と も に 農 家 間 の 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た が 、

低 栄 養 の D農 家 の 母 牛 は や や 高 値 と な っ た （ 図 10）。 ま た 、 人 工 授

精 時 の 母 牛 も 農 家 間 の 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た が 、 成 績 良 好 の

Ａ 農 家 の 母 牛 は や や 低 値 と な っ た （ 図 11）。

人 工 授 精 時 の 和 牛 登 録 審 査 栄 養 度 判 定 は A農 家 が 平 均 5.6と 最 も 高

く 、 A、 B間 、 A、 C間 及 び A、 D間 で 有 意 な 差 が あ り ( P< 0 . 05 )、 受 胎 率

も A農 家 が 最 も 高 か っ た （ 図 1 2）。 近 年 、 栄 養 度 5～ 6の 牛 が 子 牛 の

生 産 性 が 最 も 高 い こ と が 判 明 し て お り 、 A農 家 の 栄 養 度 は こ の 範 囲

に あ っ た 。 B、 C、 D間 の 栄 養 度 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た が 、 D

農 家 の 受 胎 率 が 最 も 低 く 、 こ れ は D農 家 の 人 工 授 精 時 の 母 牛 の T-Cho

値 が 有 意 に 低 く 、 母 牛 の 低 栄 養 が 関 与 し て い る と 推 察 し た 。

ホ ル ス タ イ ン 種 と 比 較 し 免 疫 力 が 低 い と 言 わ れ て い る 黒 毛 和 種

は 、生 後 48時 間 以 降 の IgG濃 度 は 15mg/ml以 上 必 要 と す る 報 告 も あ る 。

免 疫 指 標 と し て 実 施 し た 生 後 3～ 10日 の 子 牛 の 血 清 中 IgG濃 度 は 、 各

農 家 の 平 均 は 15 m g / m l以 上 あ る が 、 個 体 別 で は そ れ 以 下 の も の も あ

っ た （ 図 13）。

生 後 3～ 10日 の 子 牛 の 血 清 中 IgG濃 度 と TP(R=0 . 8 1、 P < 0. 01 )の 間 に

は 強 い 相 関 が あ り 、 必 要 と さ れ る 15 m g / m lを 確 保 す る に は 、 今 回 の

結 果 か ら で は 総 蛋 白 で 5g / d l以 上 必 要 と な っ た 。 生 後 一 週 間 前 後 の

総 蛋 白 の 検 査 は 、初 乳 か ら の IgG獲 得 の 確 認 の 有 効 な 方 法 と 考 え る 。

ま た 、 低 栄 養 牛 は 免 疫 移 行 不 全 に な り や す い と い っ た 報 告 も あ り 、

IgGと 血 液 生 化 学 検 査 成 績 の 各 項 目 と の 関 係 を 調 査 し た と こ ろ 、 Glu

(R=0.51、 P<0.01)の 間 に 相 関 が あ っ た （ 図 14）。

分 娩 直 後 の 初 乳 の Brix値 と IgG濃 度 の 間 に は 極 め て 強 い 相 関 (R=0.

9 6、 P < 0 . 0 1 )が あ っ た （ 図 15）。 B r i x値 と は 乳 汁 に 含 ま れ る 可 溶 性

固 形 物 の 含 有 量 で あ る 。 初 乳 の Ig G濃 度 は 子 牛 の 吸 収 率 等 を 考 慮 す

る と 、 60mg/m l以 上 必 要 と す る 報 告 も あ り 、 今 回 の 結 果 か ら で は 、 B

ri x値 1 7 . 5以 上 が 必 要 と な っ た 。 Bri x値 の 測 定 は 初 乳 一 滴 で 測 定 で

き 、 初 乳 の 品 質 の 確 認 に 有 効 な 方 法 と 考 え る 。

母 牛 の 飼 料 必 要 養 分 量 の 充 足 率 は B農 家 が 最 も 低 く 内 容 の 改 善 の

必 要 、 C、 D農 家 は 充 足 率 は 高 い が 、 血 液 生 化 学 検 査 成 績 と 乖 離 が あ

っ た （ 表 5）。 な お 、 子 牛 の 飼 料 給 与 状 況 に つ い て は 、 熊 野 牛 子 牛

育 成 マ ニ ュ ア ル と の 照 合 を 行 い 、 ４ 農 家 と も 充 足 し て い た 。

【 対 策 】

B農 家 で は 飼 料 給 与 内 容 の 改 善 を 行 っ た 。 ま た 、 学 校 等 か ら 出 る

ご 飯 を 確 保 で き る こ と と な り 、 オ カ ラ サ イ レ ー ジ に 混 入 し 新 た な エ

コ フ ィ ー ド の 利 用 を 開 始 し た （ 図 16）。

C農 家 、 D農 家 で は 飼 料 給 与 量 の 再 確 認 を 行 い 、 不 足 分 を 給 与 す る

よ う 指 導 し た 。 ま た 、 C農 家 で は 熊 野 牛 子 牛 育 成 マ ニ ュ ア ル に 基 づ

く 衛 生 管 理 指 導 を 行 い 、 定 期 的 な 駆 虫 や 下 痢 五 種 混 合 ワ ク チ ン を 開



始 し た 。 D農 家 は 、 平 成 21年 4月 に 経 営 継 承 し た と こ ろ で あ り 、 畜 産

を 開 始 し 約 1年 半 で あ る 。 現 在 、 飼 養 管 理 、 発 情 観 察 等 ト ー タ ル 的

に 指 導 を 行 っ て い る 。繁 殖 母 牛 は 平 成 9年 に 導 入 後 一 切 更 新 が な く 、

高 齢 母 牛 の 自 家 保 留 に よ る 計 画 更 新 を 指 導 し た 。 母 牛 の 年 齢 は H21.

4の 11.8才 か ら 平 成 22年 10月 に は 9.7才 に 、 母 牛 頭 数 も 11頭 か ら 16頭

に 増 え て い る （ 図 17）。

【 改 善 点 】

C農 家 で は 初 回 受 精 日 数 の 短 縮 （ 104日 → 86日 ）、 分 娩 間 隔 の 短 縮

（ 441日 → 396日 ）、 空 胎 日 数 の 短 縮 （ 155日 → 108日 ）。 D農 家 で は 授

精 回 数 の 減 （ 3.1回 → 2.2回 ）、 出 荷 子 牛 （ 去 勢 ） の DGの 向 上 （ 0.8 8

kg/日 → 0.97kg/日 ） が 認 め ら れ た 。

【 考 察 】

各 数 値 結 果 、 農 家 間 の 比 較 に よ り 、 生 産 者 各 自 が 飼 養 牛 の 状 況 を

よ り 確 認 す る こ と が 出 来 、 特 に 母 牛 の コ ン デ ィ シ ョ ン が 子 牛 の 発 育

に 影 響 が 大 き い こ と を 認 識 す る こ と が 出 来 た 。 今 後 は 今 回 の 結 果 を

他 の 農 家 も 含 め 、 日 々 の 指 導 に 積 極 的 に 活 用 し て い き た い 考 え て い

る 。 最 後 に 、 牛 の 発 育 に は さ ま ざ ま な 要 因 が あ る が 、 子 牛 に ベ ス ト

な 餌 を 与 え て も そ れ だ け で は ダ メ で 、 元 気 な 母 牛 か ら 元 気 な 子 牛 が

育 つ と し て 本 稿 を 終 え る （ 図 18）。
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